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「はじめの一歩」 校 長 髙 橋 直 樹

４月７日の緊急事態宣言を受け、学校が臨時休業となりました。今年のゴールデンウィ

ークは「ステイホーム」を合い言葉として、一人ひとりの感染症拡大予防への努力が求め

られてきました。高速道路や一般道では交通渋滞もない静かな連休となりました。その甲

斐もあり、コロナウイルスによる感染者数も減り、いよいよ 25 日(月)から学校でも授業

が再開されます。これまでも登校日や家庭訪問で先生方と生徒のみなさんが顔を合わせて

話をする機会はありましたが、授業を行うことができるようになったことを先生方は大変

喜んでいます。生徒の皆さんはどうでしょうか。

ところで、47 日にも及ぶ臨時休業中の過ごし方はどうでしたか。11 日の登校日に実施

したアンケートでは、「学校にきたかった、と思う割合(100 ％)はどのくらい？」の問い

への生徒の回答は 70.7％でした。学年別に見てみると、82.7

％(１年)、48.3 ％(２年)、77.3 ％(３年)と、学年ごとに特

徴が現れました。また、就寝時刻や起床時刻なども通常の

リズムと比較すると、かなりずれている生徒が多いことが

伝わってきました。一日も早く生活リズムが立て直せるよ

うお願いします。

休業中に学校から出された課題への取り組みにも個人差が見られました。学校では、学

びの場として、また課題の疑問を解消する場として 15 日(金)から学習・生活相談日を学

年ごとに設けました。初日には、学年の８割弱もの３年生が参加しました。終了後に声を

かけると「来て良かった」「教えてもらえたのでわかった」「久しぶりに友だちと勉強で

きて楽しかった」などと好評でした。そこで 18 日・19 日にも参加することを呼びかけた

ところ、３日間とも参加した３年生が 17 名もいました。３日目には自分たちで問題を出

し合う姿も見られ、頼もしい限りでした。また、最終日には１年生も 10 名ほど参加し、

課題への疑問を先生方や友だちから教わってスッキリとした表情で帰宅していきました。

さて、いよいよ学校が再開します。生徒・保護者の皆様

の中には、まだまだ不安を抱いている方もいるかと思いま

す。学校としても休業状態からスムーズに学習に取り組め

る環境づくりに努めていきたいと思います。家庭・地域・

学校の力を結集して中伊豆の子どもたちのために尽力して

いきたいと思います。

さあ、みなさん、まずは一歩、踏み出しましょう。



臨時休業中、４月２１日・５月１１・２１・２２

と４日間登校日を設けました。久しぶりに会った

友達や先生方と楽しそうに話をする姿に、学校のあるべき姿を感じることができました。

学校が再開されたとはいえ、まだまだ安心できない

状況が続いています。拡大防止に向けた学校での主

な取り組みをご紹介します。（詳細別紙参照）

基 ・マスクを着用するよう呼び掛けます
・教室の換気を行うために、常時２カ所以上の窓を開けます（エアコン使用時も）

本 ・教室の換気を促進するために、各教室扇風機を設置します
・加湿器を使い適度な湿度を保ちます

登 校 ・通学バスの分散利用を呼び掛けます
・毎朝昇降口で健康チェックカードの回収・確認を行います

朝
更 衣 ・当面の間、ジャージ・体操着での登校を許可します。

※汗をかく季節になります。必ず下着を着用し、着替えを用意
するよう指導します

授 原則…・マスクを着用して行います
・向かい合わせでの活動を控えるため各教科での工夫をします

業 ・話し合いが必要な場合は、２・３人のグループを上限とし短時間で行
えるよう配慮します

給 配膳前 ・うがい、石鹸での手洗いを徹底します
・食べ始めるまでマスクの着用を徹底します

食 ・配膳台・机の消毒を行います
・全員黒板の方を向いて食事をします

放 部活動 ・事前事後に使用する用具等の消毒を行います
課 ・体育館（バレー部）や教室（器楽部）を利用する際には、窓等
後 を広く開け、常時換気をします

・外の部活動においても、密集を避けるよう配慮します

他 ・校舎内の消毒を教職員で手分けして毎日実施します
・行政機関、市内外の小中学校との連絡を密にし対応をします

グランドにも元気な声が

戻ってきました

昇降口で健康チェック

カードを提出します

久しぶりの登校です!!

少し眠そうな子も…

極力間隔を開け、密集を避け

ながら集会を開きました

中中の新しい生活様式の

説明をしました

２５日から授業です

班や・係を決めました


